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東京都立図書館における
電子図書館化の現状と計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　METLICS II　の稼働

都立図書館電算システム（METLICS）は、

２０００年２月に第２期が全面稼働した。

METLICS II と通称している。この時点から

都立図書館の電子図書館化が始まったと言え

る。

METLICS IIの特徴を以下に記す。

(1)　クライアント／サーバ型のネットワー

ク・システム（都立中央・日比谷・多摩の３

館を結ぶ広域のネットワーク）である。

このネットワークによるフォルダ共有や

メッセージ交換ソフトによって、情報共有・

文書交換等、一般に館内（都立図書館３館間

を含めて）コミュニケーションの効率が劇的

に改善された。

(2)　インターネット環境（経由の情報発信

を含めた）を前提にしたネットワークである。

システム更新によって最も大きなインパクト

を図書館業務全般に与えた要素はおそらくこ

のインターネットであろう。都内公立図書館

からの協力貸出の申込はインターネット経由

になった。ＷｅｂＯＰＡＣを開設したことで

従来のレファレンスのあり方が大きく変わっ

た。利用者や他図書館とのコミュニケーショ

ンの取り方も大きく変貌した（しつつある）。

　これを機に都立図書館では図書館専用のホ

ームページを開設した。都立図書館では職員

を対象に毎年ＨＴＭＬの研修を開催しており、

各課各係が自前でＨＴＭＬページを作成・編

集できるような体制をとっている。

(3)　ＣＤ-ＲＯＭサーバの設置

これにより雑誌記事索引を初めとするレ

ファレンスツールが３館の利用者と職員によ

って共有されるようになった。

(4)　十分な数の利用者検索用クライアント

機の確保（カード型目録の廃止）

利用者検索用クライアント機は中央図書

館６５台、日比谷図書館１８台、多摩図書館

が１４台。これで和書のカード目録が廃棄さ

れた。その後、洋書のカード目録も２００１

年度に廃止され、現在カード目録として残っ

ているのは中国語図書・視聴覚資料である。

このほかデジタル化されていない目録として、

特別文庫資料・韓国・朝鮮語図書がある。

カード目録の廃止によって利用者教育と

いう大きな課題が新たに発生した。都立図書

館では平成１２年度以来、パソコン検索講習

会を毎年数回開催している。

(5)　クライアントのＯＳに WindowsNT を

使い、ＧＵＩでの業務処理および利用者検索

が可能になった。

　第１期の METLICS I はＣＵＩのコマンド

型システムで職員にも利用者にも評判がよく

なかったが、METLICS IIは広く普及したパ

ソコンのユーザインターフェースと同じで使

いやすさ・慣れやすさが利用者にも好評だっ

た。

(6)　商用ＭＡＲＣを大幅に採用し、図書の

整理期間が大幅に短縮された。

　和書の書誌データは JAPAN/MARC 準拠

の標準的なデータ構造を採用し、MARCをで

きるだけ活かす方針を採ったため、発行後１

ヶ月以内にサービスを提供することが可能に

なった。

２　その後のサービスの拡大

２０００年の春METLICS IIの稼動後半年

もまたずして、電子図書館化の第２のステッ

プが踏み出された。

(1)　メールでのレファレンス受付の開始

新しいサービスを始めるときはいつでも

どこでも同じだろうが、処理しきれないくら

いレファレンスが押し寄せたらどうしよう、

と危ぶむ向きもあった。しかしそれは杞憂に

終わった。対象が都民に限られたこともあっ
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て特に業務を圧迫するような件数にはならな

かった。

(2)　Ｗｅｂ閲覧用パソコンの設置と朝日Ｄ

ＮＡを提供

　蔵書検索用パソコン４台を転用して、中央

図書館２台、日比谷・多摩の各館１台を利用

者のＷｅｂ閲覧用に提供された。ところが試

行として開始されたこのサービスは、図書館

システムのネットワークに大きな負荷をかけ

たため、２００２年９月に中断された。Ｗｅ

ｂ閲覧は図書館資料による調査を補うリソー

スとしてすでに図書館界では定着しているこ

ともあり、このサービスの再開が現在都立図

書館の大きな課題になっている。

３　電子都庁推進計画及び電子図書館計画

電子都庁推進計画は平成１３～１５年度

の３カ年計画となっているが、計画にはデジ

タルミュージアム構想や電子図書館化の構想

が盛られている。平成１３年度は予算化が見

送られたが、平成１４年度は以下のものが予

算化された。

(1)　横断検索システム

都内図書館横断検索システムは都内５０

以上の自治体（市区町村）のＷｅｂＯＰＡＣ

を対象とする。さらに将来は都の各局が所管

する専門情報機関のＷｅｂＯＰＡＣも対象と

する予定となっており、大規模な横断検索サ

イトとなることが予想される。２００２年１

０月現在開発中であり、１２月中旬には稼働

開始する見込みである。当初の参加見込みは

２０サイト前後である。

(2)　携帯端末からの蔵書検索システム

横断検索システムと同時に携帯電話から

の蔵書検索のシステムも開発中である。ｉモ

ード、Ｊ-ＳＫＹ、ＥＺ-Ｗｅｂの３仕様に対

応する予定である。

(3)　電子申請ＣＧＩの設置

都立図書館が都内図書館の職員向けに行

っている各種研修や都民向けに開催している

各種講習会などの申込みをホームページ上で

受け付けるシステムで、平成１４年度中に開

発する。

　一方１４年度に予算化が見送られ、１５年

度以降に計画されているものとしては以下の

２つがある。

(1)　デジタル・ミュージアム

この計画は当初図書館だけではなく、美術

館・博物館をも含めたトータルな計画であっ

たが、現在は図書館だけの計画に縮小されて

いる。平成１４年度予算の要求で見送られ、

目下、計画の規模を大幅に縮小して１５年度

予算を要求している段階である。

中央図書館内の特別文庫室で所蔵する江

戸期資料（錦絵や地図等の図像資料を含む）

のデジタル化と書誌データの整備、そしてそ

れらの情報のインターネット発信が主眼であ

る。さらに東京の地域資料のデジタル化とイ

ンターネット発信も併せて計画されている。

すでに錦絵の一部（役者絵）のデジタル化

は済んでおり、現在館内のスタンドアローン

パソコンで公開しているが、これをＷｅｂに

載せて公開する予定でいる。さらに江戸東京

の歴史研究の基礎資料である「東京市史稿」

等の目次・索引類もインターネットで発信し

たいと考えている。

(2)　インターネット接続端末の開放と利用

者向け商用データベースの契約

　METLICS II 稼働後１年半ほど経過する

と、世の中はブロードバンドの本格的な普及

の時代を迎えた。都立図書館でも利用者に満

足の行くサービスを提供するためにはＡＤＳ

Ｌあるいは無線ＬＡＮによるブロードバンド

を導入する必要が出てきた。図書館システム

の通信環境に影響を与えない形でのインター

ネット接続が望ましく、ＬＡＮから切り離し

てＷｅｂ閲覧が可能な環境を作りたいと考え

ている。

Ｗｅｂ経由の商用データベースとしては
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朝日ＤＮＡを現在提供しているが、これに限

らず広く利用者向けに提供することがこれか

らの図書館に求められるサービスであると考

える。

４　今後の課題

METLICS II の稼働後３年近く経った今、

早くも次期  METLICS III の準備をはじめ

なければならない時期にさしかかっている。

未だ取り残されている多くの課題の解決を目

ざしながら次期システムを考えていくことに

なる。その課題の主なものを以下に記してお

く。

(1)　システム化されていない書誌データの

システムへの取り込み

　書誌データがシステムに取り込まれていな

い資料群は以下のものである。ａ）古典籍を

中心とした特別文庫資料　ｂ）中国語・韓国

朝鮮語資料　ｃ）視聴覚資料

(2)　ブロードバンド時代に相応しいネット

ワーク環境の整備

利用者向けには図書館システムとは独立

した通信回線を使ってインターネット接続を

提供していくこと。また画像データの公開な

ど通信量が格段に増えることが予想されるの

で、システムのパーフォマンスに影響のない

形での通信環境を構築しなければならない。

(3)　セキュリティポリシーなどの文書整

備・業務体制整備

　セキュリティポリシー、ＩＴ推進（電子図

書館化）マスタープラン等の整備を進め、そ

れらに基づいて、技術環境の変化に応じた業

務体制の整備が急がれる。

(4)  情報処理・ネットワークに関する職員

の知識・能力の向上

平成１２年度は週２～３回、平成１３年度

は週１回、委託先のＳＥが図書館に駐在する

だけの予算が確保できたが、１４年度の委託

費では常駐のＳＥを確保することができず、

月に１回の運用会議と緊急時の運用支援だけ

で、あとは職員が対処しなければならなくな

った。ネットワーク管理、データベース管理、

ＵＮＩＸ等の知識・技量を蓄えた職員の育成

は今後の図書館運営に欠かせない要素である。

以上の課題を見据えながら（このほかにも

解決が望まれる課題はいろいろあるが）都立

図書館では現在、「ＩＴ推進（電子図書館化）

マスタープラン」を策定すべく模索中である。

マスタープランと実施計画（アクションプラ

ン）をガイドラインにして電子図書館化を推

進していきたいと考えている。
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静岡県立中央図書館における電子図
書館化の現状

１　はじめに

静岡県立中央図書館（以下「当館」という。）

における資料の電子化・データベース化及び

ホームページによる情報提供については、国

の事業「社会教育施設情報化・活性化推進事

業」（平成 9年度から 11年度まで）、「緊急地

域雇用特別基金事業」（平成 12年度）による

ところが大きい。次の２、３ではその成果の

概要を、４～６では情報化に伴う特徴的な取

り組みについて報告する。

２　ホームページによる情報提供

(1)　取り組みの経緯

平成 10年度

・ホームページの開設（蔵書検索、貴重書、

浮世絵、絵地図、富士山資料サイト等）

平成 11年度

・「レファレンス」サイトの追加（電子メ

ールでのレファレンス受付）

・「デジタル葵文庫」サイトの追加

・「富士山資料データベース」サイトの充

実

平成 12年度

・「浮世絵データベース」サイトの充実（東

京大学資料編さん所との連携）

平成 13年度

・「調査案内データベース」サイトの追加

図１　ホームページトップ画面

　(2)　代表的サイトの紹介

・「貴重書データベース」サイト

当館が誇る特殊コレクション「葵文庫(江戸

幕府旧蔵図書)」「久能文庫（初代静岡県知事

関口隆吉氏収集の図書・書簡類）」は、江戸末

期から明治初期を知る貴重な資料である。こ

のデータベースは、これら 2つのコレクショ

ンの書誌データ及び表紙、標題紙、印記部分

等の画像からなる。書誌データの内容すべて

からキーワードで検索することができ、目録

のブラウジング機能もついている。

図２　「貴重書データベース」サイト

・「デジタル葵文庫」サイト

「葵文庫」とは、慶応 4年(1868年)徳川氏

が駿府(静岡市)に移封されたことに伴いもた

らされた図書のことで、江戸幕府が所蔵して

いた図書のコレクションとしては、わが国で

も有数なものとして知られている。このサイ

トでは、「葵文庫が語る江戸後期・明治初期の

歴史」「葵文庫等に見る辞書・辞典の系譜」な

どのテーマによる解説と画像データがリンク

されており、静岡県が誇る文化遺産｢葵文庫｣

についてわかりやすく学ぶことが可能になっ

ている。CD-ROM版も作成し、県内の各学校、

図書館など生涯学習機関に配布。講座などで

活用されている。
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図３　「デジタル葵文庫」サイト

・「浮世絵データベース」サイト

当館所蔵「上村翁旧蔵浮世絵集」に収めら

れている約 5千件の浮世絵コレクションのう

ち、2,817 件について、東京大学資料編さん

所作成の書誌データと当館作成の画像データ

からデータベースを作成。目録の他に、画題、

絵師、出版年等で検索することができる。江

戸期・明治期の風俗等を知る貴重な歴史資料

となっている。

図４　「浮世絵データベース」サイト

・「調査案内データベース」サイト

このデータベースは、以下の 3つのパート

から構成されている。

①　事項・人名資料検索

静岡県に関係する事項や人名について、こ

れまで実際にあった問い合わせに、どんな資

料で回答したかをデータ-ベース化。事項や人

名の情報が、当館の所蔵するどの資料に掲載

されているかを検索することができる。

②　地域資料検索

当館で所蔵する静岡県関係図書(地域資料)

が検索可能。書名・著者名、出版者名の他に

目次データを加え、目次中の単語からも検索

でき、書名・著者名だけではわからなかった

資料の内容を知ることができる。

③　雑誌論文名検索

当館で所蔵する郷土雑誌 34 誌の目次(論文

名)を登録。論文名、著者名等をキーワードで

検索することができる。

図５　「調査案内データベース」サイト

３　資料の電子化

(1)　貴重書関係

平成 9年度

テキスト

・葵文庫目録の全タイトル 920件

・久能文庫目録の全タイトル 832件

画像データ

・葵文庫全資料の表紙と標題紙等 2,756件

・貴重資料(一部)本文のデータ化 3,544件

・絵図・地図関係貴重書 1,572件

・上村順太郎蒐集浮世絵 942件

平成 10年度

画像データ

・明治 11年御巡幸御道筋絵図 100件

・上村順太郎蒐集浮世絵 1,600件
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ＰＤＦ

・関口県令記念明治初期名士書簡集 130㌻

平成 11年度

画像データ

・郷土関係貴重絵地図・貴重書等 510件

・明治初期名士書簡集 133件

・上村順太郎蒐集浮世絵 2,311 件

(2)　富士山資料データベース関係

平成 10年度

テキスト

・富士山関係地域資料目次 291冊

画像データ

・富岳百景 85件

・百富士 115件

ＰＤＦ

・富士山の極限環境に生きる植物 94㌻

平成 11年度

ＰＤＦ

・富士山を知ろう 58㌻

(3)　調査案内データベース関係

平成 12年度

テキスト

・資料検索カード 14,100件

静岡県に関する資料検索カード (人名編 )

静岡県に関する資料検索カード (事項編 )

「レファレンス　総集編」(1～200号)

「図書館だより」（201～268号）

「お答えします　総集編」（1～96）

・郷土図書資料目次 8,000冊

・静岡県関係雑誌記事カード 4,720件

・郷土雑誌目次 899件

平成 13年度以降

・データは継続的に追加･更新している。

４　利用者への支援

(1)　利用環境の整備

平成 10年度

・インターネット情報の提供開始。インタ

ーネット利用者用端末(2台)を設置。

平成 11年度

・インターネット利用者用端末を 8台に増

設。

平成 12年度

・CD-ROM の館内利用者用端末(2 台)を設

置。

平成 13年度

・ＩＴ講習会用に、ノートＰＣ41台及びそ

のインターネット環境を整備。

(2)　講習・講座等

・初心者のためのインターネット講座

実施状況

平成 11年度　2回 27人

平成 12年度　6回 84人

平成 13年度　8回 86人

平成 14年度　8回（予定）

概要

講座時間は 2時間。講師は当館職員が担当。

講座内容は、「基本操作説明」「日本語入力」

「情報検索」。全くの初心者を対象にした。

平成 14 度からは、対象を日本語入力でき

る者に変更し、「情報検索」の実習部分を少し

レベルアップさせた。また、ボランティアに

講座補助をお願いし、きめ細かく支援できる

態勢を整えた。

・ＩＴ講習会

実施状況

平成 13年度　6回 205人

平成 14年度　4回 150人

概要

講座時間は 12 時間。募集、受付、講師等

はすべて委託。パソコン 41 台、インターネ

ット環境等の設備は国庫補助で整備した。

５　市町村立図書館への支援　－郷土資料Ｍ

ＡＲＣ提供システムの概要－

　当県では、まだ一般図書を含む総合目録ネ

ットワークシステムが構築されておらず、現

状では、各市町村立図書館の郷土資料のデー

タを、当館のサーバーに登録する集中型の郷

土資料総合目録を作成している。

平成 14 年 8 月、当館作成の郷土資料デー

タを市町村立図書館にデジタル情報 (CD-
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ROM、インターネット等)で提供することに

よって、市町村立図書館における書誌作成業

務を効率化するとともに、総合目録における

データの統一を図ることを目的とした郷土資

料ＭＡＲＣ提供システムを構築した。

各市町村立図書館には、CD-ROM（平成 14

年 8月末までの登録データ約 5万件）を配布。

各館は、この CD-ROM からデータをダウン

ロードし自館サーバーに登録する。以後の登

録データは、インターネット上の当館サイト

からダウンロードできる。データをダウンロ

ードすると同時に、フィードバックデータが

作成され、これを当館に返送してもらうこと

により、当館での総合目録用登録処理も簡便

化された。

平成 14 年 9 月、このシステムの操作説明

会を実施。県内約 60人が参加した。

６　館内職員研修

情報化に伴う図書館サービス及び図書業

務に対応するため、館内職員に対して各種コ

ンピュータ研修を行い、情報活用能力の向上

を図った。

(1)　実施状況

平成 11年度

インターネット利用者用端末 8台を利用し

て、インターネット情報検索研修を実施。講

師は当館調査課職員。研修時間は 2時間。初

心者向け 7人、上級者向け 16人が参加した。

平成 12年度

以下の研修を開講。内容は初心者向け。研

修時間は 1日 2時間程度。市販テキスト使用。

講師は当館の電算担当職員が担当した。

・ＡＣＯＳ 3時間×2回 9人

・ワード 6時間×4回 21人

・エクセル 6時間×3回 19人

・アクセス 7時間×3回 16人

・ホームページ作成 7時間×2回11人

・アウトルック　4時間×1回  5人

・パワーポイント 6時間×3回 23人

平成 13年度

平成 12 年度からの継続。ワード中級、エ

クセル中級を新設した。県職員用に一人一台

パソコンが配備され、館内の情報環境も整っ

た。

・ＡＣＯＳ　　3時間×2回 　5人

・ワード　　　6時間×2回 　6人

・エクセル　　6時間×2回 　7人

・アクセス　　6時間×2回 　7人

・ホームページ作成6時間×2回　5人

・アウトルック　　3時間×2回　6人

・パワーポイント　6時間×2回　5人

・ワード中級　　　6時間×2回　17人

・エクセル中級　　6時間×2回　18人

(2)　成果

県職員用一人一台パソコンの配備に加え

て、この研修の実施により、ほとんどの職員

が、ワード、エクセルを使えるようになり、

文書ファイルのやり取りがスムーズになるな

ど事務効率が向上した。また、職員研修や出

張報告などにも気軽にプレゼンテーションソ

フト(パワーポイント)が使われるようになっ

た。その他、「利用案内」のデジタル版がパワ

ーポイントで作成され、図書館利用講座や

小・中・高校生の総合的な学習の時間での多

数の来館のときに利用されている。

７　おわりに

　情報通信技術の進展によって、今までは実

現が難しいと思われていたサービスが実現可

能な時代となってきている。電子図書館と一

口に言っても様々なレベルがあるが、当館の

今後取り組むべき課題としては、県内の情報

ネットワーク（総合目録、横断検索等）の構

築、より使いやすい検索システムの開発、イ

ンターネットでの県民ニーズに応えた情報の

発信･提供等を考えている。
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館林市立図書館（群馬県）における
電子図書館化の現状・計画・構想

１  インターネットの活用

（１）  インターネットでの情報提供

  当館でも利用者への情報発信の一環として、

平成１２年４月１日にホームページを開設し

た。そして、平成１２年１１月１５日には申

請用紙の印刷、ｉモード対応など利便性を高

めるとともに、何度かリニューアルを行い、

より見やすい、使いやすいホームページを目

指してきた。現在はＯＰＡＣの利用やお知ら

せ、また市内へ配布している図書館だよりの

過去２年分も見ることができる。

  おかげさまで昨年度は約１万件のアクセス

があった。しかし、今ではパソコンやｉモー

ド端末など、インターネットに接続できる機

器の普及率が６割を超えており、それを考え

るとまだまだ利用者は少なく、今後も利用者

増を図る工夫が必要である。

  また、インターネットの普及の増加に伴い、

接続できない方への対応が必要であるが、今

年度、市のイントラネット整備により、イン

ターネットの利用が可能な端末が各市有施設

に設置される。これにより、いままで接続手

段を持たなかった方でも、図書館や公民館等

から利用できることになる。

さらに、図書館でもインターネットが使え

ることにより、今まで通りの利用だけでなく

新たな活用法、例えば蔵書としてある本だけ

では不足している部分を、ネット上で収集し

たデータを使い補完をする。あるいは、必要

な資料の載っている書籍のタイトルを確認し、

蔵書から探すなど複合的な使い方をすること

で、より高度な情報の提供ができることとな

る。

（２） インターネットからの予約

  ホームページからの検索で所蔵が確認でき

ても、いざ図書館に行ってみると「肝心の本

は貸出中で結局手ぶらで帰ってくるはめに

‥。」このようなことは人気のある本や新刊な

どでは起こりがちである。また、仕事帰りに

立ち寄って本を借りようと思っても、「図書

館に来たけれど、閉館時間直前で本を探して

いる時間がない。」こんなことがあって、つい

図書館に行くのをためらってしまう。このよ

うな事を少しでも減らし、利用者の利便性を

図るため、平成１３年７月１日よりインター

ネットからの予約ができるようになった。こ

のため、ＯＰＡＣで検索した資料を来館する

ことなく予約ができ、ｉモード端末を利用の

方なら、「書店で見かけた本をその場で検索

し、所蔵が確認できたらそのまま予約をして

しまう。」このような利用もできるのである。

この、インターネットからの予約は、当館

の利用券を作成し、メールアドレスのお持ち

の方ならどなたでも利用できるが、ＯＰＡＣ

の利用とは違い、予約を行う場合には、本人

確認の必要があること、また利用可能になっ

た時の連絡先として最初にメールアドレスと

パスワードの登録をしておく必要がある。

所蔵を検索した時に貸出状況と予約者数

も同時に表示されるが、これは１日に４回、

所蔵と予約の状況がサーバーに送られている

その時点での状況でありリアルタイムではな

い。それは、このインターネットからの予約

システムと図書館内での予約システムとは直

に接続をしておらず、連動していないからで

ある。

現在のシステムでは週２回の新規データ

と 1日に４回の所蔵データ・予約状況等をプ

ロバイダに送っている。利用者はプロバイダ

を通じて当館の所蔵データの確認と予約を行

い、職員がそのデータを改めて図書システム

に入力している。（図１参照）

  このようにしているのにはいくつか理由が

ある。主な点をあげると、セキュリティ（個

人情報の漏洩）・膨大な通信データ量・リアル

タイム処理によるサーバーの負荷などである。
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  現在では、ＤＳＬや光ケーブルなどによっ

て通信速度が飛躍的に上がり、膨大なデータ

量もあまり問題にはならなくなってきた。ま

た、サーバーの性能も上がり、プロバイダに

よってはリアルタイムでの対応が可能だろう。

残るセキュリティが一番の問題である。

  図書館利用の際、住所、氏名、性別、生年

月日、電話番号などの登録項目は、どこの図

書館でも必須項目であり、これらのデータも

ほとんどが同じサーバー上に保存されている。

これがインターネットと接続することにより、

データの漏洩や改ざんの危険にさらされてし

まう。日米官庁のホームページ改ざんや大手

エステティックサロン等の個人情報の大量流

出などは皆さんも覚えていると思うが、セキ

ュリティにおいてはまだまだ不安な面があり、

今後の技術に期待するところである。

  これらの問題が解消することにより、利用

者にも職員にももっと使いやすい仕組みにな

る。

（３） 横断検索

  当地域では近隣の市町村に在住・在学・在

勤の方は、それぞれの地区の図書館を利用す

ることができる。しかし、各図書館を巡って

本を探したのでは大変だし、それぞれの図書

館のＯＰＡＣを調べるのも手間がかかる。そ

こで一度にまとめて確認ができるよう、平成

１３年３月１日に近隣の３館、その後１館を

加え４館をまとめて検索ができるようにした。

ただし、今のところは所蔵の有無の確認にと

どまり、またパソコンからの利用に限られて

いる。今後は予約への連携やｉモードなどの

携帯端末からの利用に対応するなど、さらに

利用しやすくする必要がある。

２  資料の電子化

（１）  古文書のデータ化

  所蔵する郷土資料には、館林城主であった

秋元家から譲り受けた 16,000 冊を超える資

料がある。その内約半数が 100年以上昔のも

のであり、中には 400年近く経つものもある。

これまでも、これらの貴重な資料の扱いにつ

いて検討がされてきました。解読作業は行っ

ているものの、このまま年々劣化が進んだ場

合、判別不能となる恐れもあり、また解読中

に汚損することも考えられる。

  そこで候補としてあがったのが電子化、す

なわちデータとして保存することである。一

度電子化してしまえば現在の状態から劣化す

ることなく、年数が過ぎた後でもよりよい状

態の解読ができるようになり、解読や閲覧の

際もこのデータを用いることによって使用に

よる汚損を防げる。また、年々解読のできる

人が少なくなっているが、全国から人を募り、

データを送ることにより協力を仰ぐこともで

きるだろう。

  しかし、検討を始めた当初は、システムの

費用面や作業の繁雑さ、人員の確保などいく

つかのハードルがあり、未だ着手できずにい

た。しかし、今では図書館システムに多少の

図   書   館

プロバイダ

利   用   者

検索・予約

所蔵データ

予約状況

検索結果

貸出連絡

【図１】

図 書 館 シ ス テ ム

予約状況
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追加をすることで、対応できるだけの設備は

あり、残る人員確保の問題さえ解決できれば

近いうちに取り組むことができるであろう。
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上田市の実践と挑戦
～知識と情報の共有化のために～

１　はじめに

（１）　自己判断・自己責任型社会に必要な

もの

これからの日本人に求められるのは、「自

分の足で立ち、自分の頭で考えること」であ

ると言われる。これまでの日本型社会のあり

方とは違って、良くも悪くも自己判断、自己

責任型社会の道を歩まねばならなくなってい

る。

そのためには自ら判断できる材料が欠かせ

ず、情報の開示と透明性、情報へのアクセス

権の公平性が必要である。情報を握った一部

の人だけが有利になり、それ以外の人が阻害

されているような社会は公平でなく、自由な

競争も、活力ある社会も実現されない。知識

や情報は社会のものであり、市民だれもが共

有できるという基盤が自己判断や社会の発展

のためには絶対に必要となる。そのための最

も重要なインフラが公共図書館であると言わ

れている。誰もが何時でも気軽に利用できて、

どんな情報も手に入る。そのためのコストも

ほとんどかからない。

そのために総合目録を構築したり、デジタ

ル化してインターネットにより提供したり、

ネットワークによりシステム化して、その情

報を、本やインターネット、データベースか

ら市民が容易に引き出すことができるシステ

ムづくりについて、上田地域図書館情報ネッ

トワーク（エコール）の実践並びに紙媒体と

電子資料を融合させたハイブリット型で、市

民生活・ビジネス支援を目指す仮称・情報ラ

イブラリーへの挑戦について述べる。

２　エコール（上田地域図書館情報ネットワ

ーク）の実践

上田地域では、この知識と情報の共有化の

ために、平成 7年度から近隣の市町村の公共

図書館、学校図書館及び長野大学付属図書館

をオンラインで結び、蔵書検索ができ、配送

車がこの広域圏を毎日巡回する物流システム

を稼動させている。

このネットワークは、地域住民の通勤・通

学・買い物等の広域生活圏の実態に即して、

貸出・返却・予約サービスを参加図書館のど

こからもできるシステムである。平成１０年

に広域連合事務に位置付けられ、貸出総数は

平成９年度に比較し平成１３年度は１．５倍

近く増加しており、参加図書館間の相互貸

借・協力、予約サービスも著しく伸び、以前

の４，５倍に増加している。更に、上田地域

の小中学校１８校に対して、調べ学習用を中

心に４万冊に上る図書を毎年、協力貸出して

いる。

平 成 1 3 年 度 予 約 冊 数 と 推 移

上田市丸子町東部町坂城町真田町青木村長門町 合 計

上田市 3,880 4,866 3,725 671 687 190 14,019
受丸子町 2,169 1,075 742 154 97 20 4,257
東部町 1,942 495 578 218 120 29 3,382
付坂城町 1,836 667 937 157 95 18 3,710
真田町 557 159 202 172 36 11 1,137
館青木村 585 222 264 261 39 4 1,375
長門町 83 27 23 8 5 2 148
合計 7,172 5,450 7,367 5,486 1,244 1,037 272 28,028
平成１２年度 6,380 4,442 5,851 5,429 1,221 836 24,159
平成１１年度 7,037 4,437 5,741 5,678 1,372 636 24,901

提 供 館

一方、電子化の試みとして、上田市立図書

館の特殊コレクション「花月文庫」の目録や

内容の一部をデジタル化しインターネットで

提供する事業を始めた。

これは、平成９年度から１１年度にかけ、

文部省から委嘱を受けて実施したもので、

「花月文庫」の『御当代記』並びに『東山道

信濃国絵図』の全てをデジタル化し、インタ

ーネットにより全国の研究者、利用者に提供

している。それぞれの各ページを拡大や移動

も自由自在に画面上で見ることができるよう

になっており、アクセス件数は年間１万件以

上に上っている。
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３　仮称・情報ライブラリーの建設と生活・

ビジネス支援への挑戦

（１）　生活・ビジネス支援のためのコンセ

プト

現在、上田市では駅前再開発事業が進捗し

ており、上田駅お城口に 6階建の再開発ビル
建設が既に着工されている。その再開発ビル

4 階に仮称・情報ライブラリーの開設を予定
しており、駅前という立地条件を生かし、新

しい図書館理念に立脚して、情報・文化発信

をするとともに市民が楽しめ憩えるスペース

を提供しようとしている。

図書館としての基本コンセプトは、市民生

活に役立つ知識・情報の提供であり、仕事や

ビジネスに必要な情報提供の窓口づくりであ

る。

これは、当館でも医療・健康についての知

識・情報を求める市民が増大しており、また、

雇用不安を背景に資格取得・進学情報や社会

人のスキル向上のための学習意欲の高まりが

ある。また、NPOなどの市民活動に必要な知
識・情報を求める来館者も増えており、教育

問題や従来の料理、育児等の実用書と併せて

市民生活に役立つ知識・情報を提供しようと

いうものである。

また、サラリーマンや自営業者が仕事に必

要な情報を求めて、就職や創業に役立つ資料

がないかと来館する利用者が増えている。

公共図書館には司書の専門職がおり、土・日

曜日も、夕方、夜間まで開館している。当館

もこの特性を一層生かし、情報・資料、シス

テムを適切に構築することにより、市民生活

に役立ち、仕事・ビジネスを支援できる図書

館づくりが可能だし必要だと考えている。

（２）　資料・情報、システム構築と利用環

境

資料・情報やシステム構築が重要課題で、

図書、雑誌等の紙媒体と電子資料とによるハ

イブリットライブラリーの構築を目指してい

る。インターネットの利用者開放は当然とし

て、特色として、データベース、特にオンラ

インデータベースを潤沢に市民に提供してい

きたいと考えている。その際、契約したデー

タベースは図書館資料であり、プリントアウ

ト、ダウンロードもできるようにするととも

に、一定の課金制を考えている。

利用環境は、据付のデータベース用端末数

台、DVD ビデオ等の視聴ブースの他に利用
者が閲覧にも、検索にも使える相当数のフリ

ーユースを設置し、サラリーマンや学生等が

そこで調べ、学び、仕事に使える場を提供し

ていく予定である。

そして、円滑な運営のためには適切な管理

システムの導入が必須と思っている。

また、これらのデータベース、電子資料を

最大限に活用し、システムを円滑に運用出来

るかどうかは職員のスキルの問題でもあり、

人材養成・確保が最大の課題であり、ＮＰＯ

との協働運営を検討中である。
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岐阜県図書館における電子図書館サー

ビスの現状と構想

１　インターネットの活用

　岐阜県図書館においては、平成７年７月の新

館開館時から情報システムの運用を開始すると

ともに、インターネット利用の検討を始めた。

平成８年１０月にはホームページを開設し、Ｏ

ＰＡＣの提供とメールレファレンスの受付を開

始した。

　その後、平成１０年２月「岐阜県関係新聞記

事データベース」の提供、平成１１年３月イン

ターネット予約を開始（図書館等機関対象）。平

成１２年３月横断型総合目録実験版（５館）の

運用を開始するなど、インターネットによるサ

ービスを全国の公共図書館に先駆けて実施して

きた。

２　新システムの特徴

　汎用機を中心としたシステムは、急速なＩＴ

環境の変化に対応することが難しく、長年の使

用でシステムが陳腐化したことから、平成１３

年１２月にシステムを更新した。

　新システムは、総コストの削減とセキュリテ

ィの強化、インターネット環境の利用強化を目

標にあげて開発を行った。

  具体的にはホストコンピュータを汎用機から

ＵＮＩＸサーバーへ変更するとともに、「業務

系サーバー」「利用者用サーバー」を別系統のＬ

ＡＮで構築し、不正アクセスの防止とトラフィ

ックの分散を図った。

  利用者が直接利用できるものとしては、キー

ボード式端末（１０台）を増設し、タッチパネ

ル式端末（１０台）と計２０台を用意した。キ

ーボード式端末は全てインターネットが利用で

き、ＣＤ－ＲＯＭチェンジャーのＣＤ－ＲＯＭ

情報を検索できるものである。また、閲覧机に

情報コンセントを１２台分用意した。

(1) ワンタッチ予約システム

  従来は、利用者は端末で資料を検索し、貸出

中の時は予約用紙に記入し職員に依頼するなど

煩雑な手続きが必要であった。

　新システムでは、館内ＯＰＡＣでもインター

ネットでも、貸出中の資料に対して画面上の予

約ボタンをクリックすることで、予約ができる

ようにした。

　なお、予約資料が返却された時には、資料バ

ーコードをスキャンするだけで連絡メールを送

信する。予約にはパスワードの登録が必要とな

るが、パスワードを入力する事により、利用者

自身で「貸出状況」「予約状況」も確認できる。

(2) ＳＤＩサービス機能

［ selective dissemination of information

service］文献速報サービスの一つで、予め登録

している利用者に必要と思われる最新情報を選

択して提供するものである。

この機能については、新システム構築時に造

りこんでいたが、平成１４年１０月に、県職員・

市町村職員の政策立案支援と情報収集の強化の

ために、行政担当司書が１名配置されたのを機

に、ＳＤＩサービスの実施を計画している。

３　岐阜県域横断型総合目録

　総合目録への取り組みについては、平成１０

年度に市町村立図書館（市立６館・町村２館・

公民館２館）と県図書館からなる総合目録研究

会を立ち上げた。

　通信環境、コンピュータ機器の機能向上を考

えたとき、分散システムによる提供に将来性を

感じ、平成１２年２月より実験版を公開し検証

を行った。

平成１３年１２月のシステム更新時に、横断

型総合目録もリニューアルし正規版となった。

公共図書館（１３館）、公民館図書室（１館）、

大学図書館（４館）、専門図書館（４館）、の２

２館が検索できる。

４　電子資料の利用

(1) 民間データベースの利用

  次のデータベースを提供しているが、検索に
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ついては利用者の調査事項を把握した後、職員

が代行検索を行っている。なお、利用料金につ

いては実費を徴収している。

　・日経テレコン２１

　・ＤＮＡ for library

　・WEB-WHO

　・NACSIS-IR

　・官報情報検索サービス

(2) ＣＤ－ＲＯＭの利用

　新システム更新時に、２００枚を収納できる

ＣＤ－ＲＯＭチェンジャーを導入したのを契機

に、ＣＤ－ＲＯＭソフトのネットワーク契約を

進めてきた。ネットワーク契約のできたものに

ついては、館内利用者用キーボード式端末で検

索できる。

ア　スタンドアロン対応

　・判例体系

　・錦絵新聞

　・明治期読売新聞

　・気象月報

　・ＨＩ－ＡＳＫ

　・国立国会図書館所蔵逐次刊行物目録

　・国立国会図書館雑誌記事索引

イ　ネットワーク対応

　・現代日本文学全集総覧

　・世界文学全集総覧

　・大宅壮一文庫雑誌記事索引

　・朝日戦後見出し

　・現行法令

　・ＨＩ－ＳＦＹ

５　資料の電子化

旧館時代に作成してきた二次資料の冊子版

については、デジタル化をしてインターネット

で提供している。

郷土関係資料については、画像情報としてデ

ジタル化を行いＣＤ－ＲＯＭで保存しているが、

公開には至らずデジタル化の作成に重きを置い

ている状況である。

　地図・古地図を収集活用する世界分布図セン

ター・情報工房では、県民から提供されたコン

テンツをもとに「マルチメディア平成の風土記

岐阜」を始め、古地図についてインターネット

により提供している。

　また、地図・分布図作成システムとＧＩＳソ

フトを使用して、これまで以上により多くの情

報をもった分布図・地図も作成できるとともに、

最大Ｂ０判までの印刷が可能である。

(1) 二次資料のデジタル化

ア  郷土記事新聞検索

　昭和１２年１月～平成７年１２月までの、記

事索引（全２０冊）をテキストデータ化し、検

索できるものとした。

　冊子の総頁数は６，４７６頁であり、平成８

年１月以後のデータは直接入力をしている。

イ  雑誌記事索引

　この索引は、岐阜県図書館が所蔵する郷土岐

阜県に関する昭和６３年１２月以前の雑誌文献

を採録し編集したもので、冊子の総頁数は４１

６頁となる。

(2) 画像情報のデジタル化

ア  郷土関係貴重資料

　旧システムの時から、郷土関係貴重資料を画

像データとしてＣＤ－ＲＯＭに焼き付けてきた

が、ハードディスクの容量不足によりデータの

作成に留まっていた。

　新システムでは、画像専用のサーバーを用意

した。順次これらの電子情報を登録し公開する

計画である。

（資料名） （画像数） (CD-ROM枚数）

・岐阜県美濃名誉図誌　　２２６枚　３枚

・実験竹林造成法　　　　２２７枚　３枚

・The Pressed Specimens of Butterflies 　

and Moths　　　　　　１０６枚　２枚

・坪井竹類図譜　　    　１５３枚　２枚

・新式昆虫標本製作法  　１７２枚　２枚

・美濃奇観　　　　    　　９１枚　１枚

・美濃乃魁　　　　　    　７３枚　１枚

・商工技芸飛騨之便覧    　９８枚　１枚

・運材図絵　　　　    　１０６枚　１枚
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・美濃紙抄製図説　    　　７２枚　１枚

・養老名所案内　　    　　８０枚　１枚

・櫻花図譜　　　　    　　５８枚　１枚

イ  モード誌

フランスモード誌『Gazette du BON TON』

１９１２年１１月創刊号～１９２５年１２月刊

終刊号（全７０号合本１４冊）は、今世紀最大

のモード誌といわれている。芸術性の豊かなこ

のモード誌の、完全揃いは極めて希である。全

冊をＣＤ－ＲＯＭ化した。

また、１９世紀のフランスモード誌『Petit

Courrier des Dames（６巻）』もデジタル化中

である。

ウ  絵葉書等電子化事業

　当館が所蔵する慶応年間から昭和初期にかけ

ての貴重な絵葉書や写真のデジタル化を計画

（平成１４年度）している。郷土関係写真・絵

葉書等約５００枚。

エ  古地図電子化事業

　古地図蒐集家が約３０年かけて収集した多岐

にわたる約１万２０００点の古地図を、平成１

３年度から順次購入している。古地図の自由か

つ広範な利活用を図るためにデジタルアーカイ

ブ化を図っている。古地図２２１点について保

存用・研究用として高解像度のＤＶＤ－ＲＡＭ

１１枚を作成、一般閲覧用・配布用としてＣＤ

－ＲＯＭの作成を行い、また、インターネット

に掲載している。

(3) 音声情報のデジタル化

　昭和４３年に県下の古老（当時７０歳以上１

０４名）の思い出話を録音し、明治・大正・昭

和三代を生きた庶民の生活の姿を記録した。

その後、声の郷土資料は文字となり当館が出

版したが、録音テープの劣化は激しく、オープ

ンリールテープであるため、再生にも事欠いて

いる状態である。

現在、アナログデータからデジタルデータへ

の変換は終了しており、目録づくりを行ってい

るが、将来、遺族の許可を得てデジタルアーカ

イブとして公開することを考えている。

(4) 「平成の風土記岐阜」システム

　県内９９市町村の祭り、芸術、花、水等々の

風土記情報約３５００点がデジタル化され、館

内専用端末及びインターネットで閲覧できる。

６　電子図書館への課題

　電子図書館の構築には、多くの時間とマンパ

ワーが必要である。国の緊急雇用特別対策事業

予算等を利用して資料のデジタル化を図り、順

次公開を進めている。

　しかし、電子図書館というと資料を画像デー

タとして蓄積する事を思い浮かべるが、より基

本的な機能を忘れてはならない。

図書館の中核である蔵書検索システムも、さ

らに使いやすいシステムに進化させる必要があ

る。更新してから約１０カ月間経つが、特に閉

架書庫の出納冊数が５割の増加をみている。資

料が検索しやすくなったことにより、今まで使

いづらかった閉架書庫の利用が急増している。

タイトル・著者名等の現在のデータだけでは

なく、目次情報とか、最初の頁を画像データで

提供するとか、さらなる検索情報の追加につい

ても検討する必要がある。

　また、各図書館が行っているレファレンスも

データベース化を計画する必要がある。実験版

ではあるが、当館で蓄積しているレファレンス

をデータベース化してインターネットで提供を

開始した。

　これらの情報を使いこなすには、コンピュー

タ知識が必要となってくるため、平成１３年度

に始まったＩＴ研修を１４年度も引き続き実施

している。

　最後に、岐阜県地域資料の電子化は当館に課

せられた責務と考えている。県内の市町村立図

書館とさらに協力体制を整え前進したい。
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瀬戸市立図書館（愛知県）における
電子図書館化の現状
　

はじめに

　瀬戸市は愛知県の西部に位置し、東西

12.8km、南北は 13.6kmのほぼ円に近い形を

しており、人口約 13万人、4万 3千世帯を擁

している。市域は 111.62K㎡で県下 6番目の

大きさである。また、古くから「やきものの

町」として知られ、「せともの」という言葉に

も当市の歴史が窺われる。2005年には瀬戸市

の海上（かいしょ）の森で万博が開催される

事でも知られることになってきている。

瀬戸市立図書館は 1945 年 8 月に図書館の

設置の許可を得て以来、数度の移転をし、

1970 年に現在の地に、RC 造 2 階建 1073.5

㎡の図書館が建設された。

その後、1981年 4月に事務所棟（約 10万

冊所蔵可能な可動式書架併設）RC 造 2 階建

338.76㎡を増築した。併せて 1412.6 ㎡とい

う施設的には小さな規模の図書館である。

また、閉架式の施設のつくりとなっている

ため、閉架式の書庫をそのまま開架するとい

う施設運用をせざるを得ず、294 ㎡の狭い 2

層式書庫の中に約 6万 3千冊の資料が配架さ

れ、また書棚の間隔が狭いため、利用者がす

れ違うことも出来ないという、他の図書館で

は考えられない状態となっている。

また、急な坂道を要する丘の上という立地

条件の悪さと、それをカバーするための駐車

場も、35 台分しかなく、共有分も含めて 50

台が限度であるため、近くの公立の病院の駐

車場を土日に限り借用しているといった現状

である。

こうした状況の中、図書館員としてどのよ

うに利用者サービスを展開していくべきかを

考えた場合、ハード面ではなくソフト面を中

心とした展開を考えざるを得ないというのが

現状である。むしろ、そこにこそ活路を見出

すべきであると考えている。

１　システムの概要

(1) 導入の経緯

　当館は 1987 年 4 月に電算システムを始め

て導入して以来、2001年度に 3回目の更新時

期となる予定であった。ところが、本市の実

施計画の段階で急に 1年前倒しされることに

なり、2000年度に更新することとなった。

そのため、更新に併せた作業を急ぐことに

なったが、マーク自体も検討の結果、大阪屋

から図書館流通センターのＭＡＲＣへと変更

することとなり、それに伴い書誌データの変

換作業も生じることとなった。

システムの更新は①学校図書館とのネッ

トワーク化の推進②ＭＡＲＣの変更に伴うシ

ステムとの相性③サポート体制の充実④現行

システムのスムーズな移行といった点を重視

し検討した結果、富士通のパッケージ基本ソ

フトウェアである iLiswing21/NX を導入す

ることとし、200１年 1 月から新システムで

稼動することになった。

(2)　システムの構成

システム全体はクライアント /サーバーシ

ステムとし、ＬＡＮを組み、図書の発注から

カウンター業務・図書の検索・予約などが出

来るトータルなものとすることとした。特に

インターネット利用ができ、各家庭のコンピ

ュータから検索・予約が出来ることや、図書

館情報を各家庭に発信できることを基本とし

たことは言うまでもないところである。

システムの構成は次の表のとおりだが、今

現在と異なっている点は、「県図蔵書検索用

PC」が、旧来は専用回線でしか愛知県図書館

と繋げられなかったのが、インターネットで

の利用が可能となったため必要がなくなった

ことと、利用者用に開放しているインターネ

ット用の端末機器の接続が ISDNから ADSL

に変わった点である。
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２　システムの内容

(1)　ＷｅｂＯＰＡＣシステム

更新時から一月遅れの 2001 年 2 月からイ

ンターネットでの蔵書検索と予約システムを

実施した。これはＨＰ(ホームページ)開設に

当たって、ドメイン名の取得や回線工事など

が予定していたよりも時間がかかったための

遅れであった。プロバイダーは、利用者用の

インターネットも併せて安定性を優先してＯ

Ｃ

Ｎを選んだ。

利用者サービスを考えるうえで、システム

の更新時には、是非インターネットでの蔵書

検索のみならず、予約まで行えるようにした

いという思いがあった。利用者の立場になっ

て考えれば、蔵書の検索をして、資料がある

ことが判明した時点で、次に資料を確保した

いと思うのは当然の要求であり、検索だけで

なく予約できるシステムにしなければ、イン

ターネットを導入する意味がないとまでは言

わないが、半減すると考えたからである。

導入時、県内でインターネット予約までし

ている図書館がなく、全国でも事例が少ない

ため、参考となるべき事例がなかったことが

残念であった。

予約に際しては利用者カード番号とパスワ

ードの入力を必要とする方法にしたが、パス

ワードに関してはペーパーでの申し込み方法

をとった。そのため、必ず図書館での申し込

みが必要となり、また職員がパスワードを入

力することになるので、利用者の手間や事務

の効率化、また、まれに入力ミスも起きるの

で、今後は利用者自身が画面上で設定できる

ように改善したいと考えている。

また、ＨＰは市販のソフトを使用しての職

員による自家製のため、決まりごとを無視し

て製作するなどしたため、利用者から見づら

いといった指摘を受けるなどした。最低限の

更新しかできていないが、「図書館友の会」の

会員のサポートを受けて近いうちに全面的に

作り直す予定である。

予約資料が貸出可能となった場合は、メー

ルにより連絡している。このメールアドレス

もパスワードの申し込み時に記載をしてもら
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っている。今後は、パスワードと同様に画面

上で入力する設定にしたいと考えている。

予約処理の手順としては、毎朝一番でＷｅ

ｂ予約のみの一覧表を印刷し、貸出可能な資

料を決められた担当者が開館までに探し、メ

ールで連絡するといった作業となる。

利用者から９月末現在でのパスワードの申

し込みは 708人で、ＨＰへのアクセス件数は

約１万２千件である。2001年度の予約の全件

数は 15,431 件で、そのうちインターネット

を利用した分は 2,793件で全体の18％を占め

ている。なお、ファイアーウォールサーバー、

ＷＷＷサーバーの購入については「学習活動

支援設備整備事業」補助を活用した。

　(2)　利用者用インターネット

　最初は 1999 年 8 月に 1 台ではじめ、１時

間 300円を徴収していた。その後、更新時に

3台に増設し 1時間 100円とした。2002年 6

月からADSLに切り替えたことにより無料と

した。2001年度の利用時間は述べ 1240時間、

月平均にして 961時間であったが、今年度は

無料にしたこともあり、さらに利用時間は増

加すると思われる。

これの導入も「学習活動支援設備整備事

業」補助を活用した。

　(3)　ＣＤ-ＲＯＭライブラリー

　電子図書館システムという言い方もされる

もので、ＣＤ-ＲＯＭチェンジャー内のＣＤ -

ＲＯＭをネットワーク接続した端末で見るこ

とができるようにしたものだが、端末は利用

者用インターネットのパソコン 3台と兼用し

ている。インストールされているＣＤ-ＲＯＭ

ソフトが少ないこともあり、現状はあまり利

用されていない。今後は、ソフトを増やし、

レファレンスツールとしての機能を最大限生

かせるような使い方を検討していきたいと考

えている。

(4) 館内ＯＰＡＣ予約システム

　2002 年 8 月から館内のＯＰＡＣ上で貸出

中の資料に対して予約ができるようにしたも

ので、県内初のシステム導入となった。

　これも基本的にはインターネットの時と同

じ考えの延長線上で、利用者がＯＰＡＣで検

索した結果、貸出中の資料については、その

まま画面上から予約できることが便利である

ということに他ならない。利用者にとっては、

わざわざ予約カードに記載する必要もなく、

職員もカードをみて入力するという手間も省

けることになり、同時に入力時のミスもなく

なるという利点もある。利用者カード番号と

生年月日を入力することで可能になり、連絡

方法は複数の選択肢から選べるようにした。

３　その他

　電子図書館化とは別になるが、システムの

更新時に併せてＢＤＳ(資料無断持出防止シ

ステム)を導入した。ＢＤＳ装置については、

「学習活動支援設備整備事業」補助により購

入し、資料のタグ（磁気テープ）貼りは「緊

急地域雇用特別基金事業」補助と補正予算で

対応し、約 13 万 5 千冊に実施した。これの

効果の有無については、今年度の蔵書点検の

結果次第ということになる。

　資料の保存のため地元発行の新聞等をＣＤ

-ＲＯＭ化する作業も現在継続中である。

おわりに

セキュリテイの甘さからウインドウズの

プログラムのバグを攻撃されＨＰを書き換え

られるという事態に至ったこともあったが、

コンピュータに精通している職員がいるわけ

でもない瀬戸市立図書館でも、この程度まで

のことは出来るということを知ってもらう意

義はあるかと思っている。

システムや機器はすぐ陳腐化していくの

で、常により更新されたシステムや機器が求

められることになるが、システムや機器はあ

くまでも図書館サービスのためのツールであ

り、電子図書館化することが全ての目的では

ないということも押さえておく必要があろう。


